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帆柱ケーブル株式会社 
 

Ⅰ 法人の概要（平成 26 年 4 月 1 日現在） 

 １ 所在地 

    北九州市八幡東区大字尾倉 1481 番地の 1 

 ２ 設立年月日 

    昭和 32 年 3 月 1 日 

 ３ 代表者 

    代表取締役社長  内田 健一 

 ４ 基本財産 

    10，000 千円 

 ５ 北九州市の出資金 

    10，000 千円（出資の割合 100％） 

 ６ 役職員数 

  人     数 

  合 計 うち本市からの派遣 うち本市退職者 うちその他 

役 員 11 人 0 人 1 人 10 人 

 常 勤  1 人 0 人 1 人  0 人 

 非常勤 10 人 0 人 0 人 10 人 

職 員  7 人 0 人 2 人  5 人 

 ７ 市からのミッション 

   本市の代表的な観光地の一つである皿倉山山頂への唯一の公共交通手段である帆柱ケーブルカ

ー等を運行することで、産業観光や夜景観光の誘致など皿倉山周辺地区への本市の観光戦略の一

翼を担う。 

 

Ⅱ 平成 25 年度事業実績 

  当社は、皿倉山においてケーブルカー及びスロープカー施設を市から借り受けて運行している。

あわせて皿倉山頂展望台の管理運営業務等を市から受託している。 

  平成 25 年度は、ホテルへの優待券配布、福祉施設団体・保育所等に対する無料送迎サービス、旅

行社等への売り込み・連携、夏のビアガーデンを始め四季折々のイベントの実施及びマスコミ・雑

誌等への積極的なＰＲ活動を行う中で、集客対策に努め、皿倉山の賑わいを創出した。 

 

 １ 輸送人員 

   輸送人員は、知名度の向上や比較的好天気に恵まれたことをベースに、団体、ビアガーデン、

ホテル優待等の実績が前年を上回ったことや営業時間の延長等により、帆柱ケーブルカーは前期

比 1 万 5 千人、7．8％増の 204 千人、皿倉山スロープカーは前期比 1 万 9 千人、12.4％増の 176

千人となった。 
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 ２ 営業損益 

   営業収益は、1 億 3,992 万円（前期比 1,088 万円増）となった。 

   営業費は、1 億 1,978 万円（前期比 1,046 万円増）となり、当期の営業損益は、2,014 万円（前

期比 2.2％、43 万円増）の黒字になった。 

 

 ３ 経常損益 

   上記営業損益に営業外損益を加えた当期の経常損益は、2,362 万円（前期比 12.1％、255 万円

増）と黒字幅が拡大した。 

 

 ４ 当期純損益 

   上記経常損益から特別損失及び法人税等を差し引いた当期純損益では、前期比 340 万円増の黒

字となり、2,256 万円の利益を確保した。 
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Ⅲ 平成 25 年度決算 

 １ 貸 借 対 照 表 

 平成 26 年 3 月 31 日現在（単位：円） 

科   目 金  額 科   目 金  額 

（資 産 の 部） （負 債 の 部） 

流 動 資 産 91,555,552 流 動 負 債 27,821,744

 現 金 及 び 預 金 69,940,223  買 掛 金 23,028

 未 収 運 賃 155,200  次期返済予定の長期借入金 5,099,999

 未 収 入 金 14,751,762  次期返済予定のリース債務 77,278

 商 品 992,574  未 払 金 18,104,856

 貯 蔵 品 5,715,793  預 り 金 146,303

   仮 受 金 45,980

  未 払 法 人 税 等 1,059,000

  未 払 消 費 税 等 2,483,300

  賞 与 引 当 金 782,000

  

固 定 資 産 9,974,053 固 定 負 債 77,175,009

 鋼索鉄道事業固定資産 7,381,805  長 期 借 入 金 76,700,009

 その他事業固定資産 2,529,668  退 職 給 付 引 当 金 475,000

 投 資 そ の 他 の 資 産 62,580   

  出 資 金 10,000 負  債  合  計 104,996,753

  長 期 前 払 費 用 52,580 （純 資 産 の 部） 

   株 主 資 本 ▲ 3,467,148

  資 本 金 10,000,000

  利 益 剰 余 金 ▲ 13,467,148

  （その他利益剰余金） ▲ 13,467,148

  繰 越 利 益 剰 余 金 ▲ 13,467,148

  （うち当期純利益） 22,561,805

 純 資 産 合 計 ▲ 3,467,148

資 産 合 計 101,529,605 負 債 ･ 純 資 産 合 計 101,529,605
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 ２ 損 益 計 算 書 

 自 平成 25 年 4 月 1 日 

 至 平成 26 年 3 月 31 日（単位：円） 

科       目 金        額 

鋼 索 鉄 道 事 業   

 営 業 収 益 94,372,143  

 営 業 費 94,304,700  

    営 業 利 益  67,443 

そ の 他 事 業   

 営 業 収 益 45,543,938  

 営 業 費 25,475,162  

    営 業 利 益  20,068,776 

全 事 業 営 業 利 益  20,136,219 

営 業 外 収 益  3,883,606 

    受 取 利 息 及 び 配 当 金 16,197  

    雑 収 入 3,867,409  

営 業 外 費 用  399,018 

    支 払 利 息 328,019  

    雑 支 出 70,999  

経 常 利 益  23,620,807 

特 別 損 失  2 

    固 定 資 産 除 却 損 2  

税 引 前 当 期 純 利 益  23,620,805 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税  1,059,000 

当 期 純 利 益  22,561,805 
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Ⅳ 平成 26 年度事業計画 

  当社は平成 22 年度より「経営改善計画」に基づき、配置人員・組織・保守管理委託等の見直しや

減資によるコスト縮減、市への資産譲渡による減価償却費の軽減、営業強化による収益の向上など

に取り組み、平成 22 年度は純損益が黒字に転じ、平成 23 年度は営業損益及び経常損益ともに黒字

に転じ、当初予測していた平成 23 年度の資金ショートという最悪の事態は回避することができた。 

  また、平成 23 年度は減資の実施により 16 億円を超える累積損失を一掃したが、新たに市への資

産譲渡を前提とした鋼索鉄道事業の資産に対する減損処理を実施したことにより、債務超過となっ

ている。 

  債務超過については、前期の2,603万円から当期は347万円に、累積損失については、前期の3,603

万円から当期は 1,347 万円と大幅に縮小し、来期は、当期と同じ程度の黒字基調となることが予測

され、債務超過並びに累積損失は解消される見込みである。 

  平成 26 年度は、利用客 21 万人を目指してさらに経営改革を推し進め、経営の改善・安定化、利

用者サービスの向上、皿倉山の観光振興に努めていき、帆柱ケーブルカー及び皿倉山スロープカー

の運行にあたっては、安全を第一に、良質な運行サービスを提供することとする。そのために、以

下の項目について重点的に取り組む。 

 

 １ 「経営改善計画」の推進と組織風土の改善 

   経営改善計画に基づき、効率的・適正な運行・業務執行体制を確立するとともに、マーケティ

ング戦略に基づき平成 30 年度利用客 25 万人を目標に中長期的視点に立った経営を推進する。 

   また、「管理」から「お客様本位」「経営」への意識改革を図るため、ＯＪＴや幹部会議、運転

会議、お客様ご意見箱、従業員提案制度及び勤務評定制度等による自律的改善と風通しの良い職

場づくりを推進する。 

 

 ２ 安全運行遵守 

   「26 年度無事故達成」をスローガンに、①安全意識醸成、日常的な現場巡視による実情の把握

と業務マニュアルの実践・遵守の徹底、②車両、運転施設の徹底的な点検、整備の実践、③同種

事業や関連会社との情報交換会などの研修を通じたスキルアップを図る。 

 

 ３ コスト縮減 

   前年度に引き続き、展望駅務の見直し等運行体制の効率的かつ適正な見直しを行い、1 年点検

項目等保守管理委託契約の見直しやイベントの効率的執行と費用対効果の改善など、徹底的なコ

スト縮減に努める。 

   また、レジスターやスロープカー自動券売器の導入など業務の効率化に努める。 

 

 ４ 増客、増収対策 

   利用客 21 万人を目標に、以下の事業に取り組む。 

  (1) イベント等企画事業 

    皿倉山の知名度の向上と環境学習・レジャースポットとしての定着を目指し、皿倉山の特性・
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優位性（夏は涼しい、景色、夜景、四季の変化）を活かすとともに、イベントを体系的・連続

して実施することにより、認知度の向上と費用対効果の改善を図る。 

    毎年マスコミにも大きく取り上げられ好評の「星空ビアガーデン」や「森のがっこう」「観望

会」「サタデーナイト連続ライブ」「ミュージックフェスタ（バンド大集合）」「仲秋の名月鑑賞

会」「クリスマスライブ」「バレンタイン大作戦」等好評のイベントを前年度に引き続き実施す

るほか、新たに秋田大学と連携して市民向けの「星空案内人検定講座」を開講します。 

    また、イベントの実施にあたっては、市・区役所及び帆柱自然公園愛護会、地域団体等との

連携をより深めていく。 

  (2) 集客・広報の取り組み 

    利用者が拡大している無料送迎サービスやホテル優待を継続するとともに、ホテルとの連携

により宿泊パック商品の普及を促進する。また、県内小学校を対象に遠足・社会見学先として

誘致する。さらに福岡市へのＰＲの強化や実績の上がりつつある韓国・台湾等外国人客の取り

込みのために商談会への参加など現地旅行社やフェリー会社との連携を更に強化する。 

    ＣＡＴＶやラジオ番組ＣＭ提供、ＪＲ小倉駅やリバーウォークに加え新たに福岡市天神の街

頭ビジョンへの広告掲示とともに、ダイレクトメール、新聞、テレビ、情報誌、市広報紙のほ

か、ラジオ、インターネット等各種メディアへのイベント・営業情報等タイムリーで積極的な

ＰＲを行う。また、県内及び九州・山口各県のＪＲ主要駅へのポスター掲示や街頭宣伝を実施

する。 

 

 ５ 乗客サービス向上 

   お客様ご意見箱の設置をはじめ、イベントの際のアンケートなどにより、顧客ニーズを的確に

把握しサービスに反映するとともに、従業員全員による「笑顔で心からのおもてなし実践」を、

日常業務や接遇研修の中で指導徹底していく。また新たに西鉄高速バス福岡空港線バスを帆柱停

留所に停車するよう働きかけます。 
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Ⅴ 平成 26 年度予算 

 １ 予定損益計算書 

 自 平成 26 年 4 月 1 日 

 至 平成 27 年 3 月 31 日（単位：千円） 

科          目 金    額 

鋼 索 鉄 道 事 業  

営   業   収   益 93,100 

営   業   費   用 91,900 

営 業 利 益 （  ▲ 損 失  ） 1,200 

そ  の  他  事  業  

営   業   収   益 42,100 

営   業   費   用 21,500 

営 業 利 益 （ ▲ 損 失 ） 20,600 

全 事 業 営 業 利 益 （ ▲ 損 失 ） 21,800 

営  業  外  収  益 1,880 

営  業  外  費  用 420 

経 常 利 益 （ ▲ 損 失 ） 23,260 

特   別   利   益 0 

特   別   損   失 0 

税 引 前 当 期 純 利 益 （ ▲ 損 失 ） 23,260 

法人税、住民税及び事業税 1,060 

税 引 後 当 期 純 利 益 （ ▲ 損 失 ） 22,200 
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Ⅵ 役 員 名 簿 等 

 １ 役 員 名 簿 

平成 26 年 7 月 1 日現在 

役 職 名 氏    名 備    考 

代表取締役社長 内 田 健 一  

専 務 取 締 役 欠 員  

取 締 役 井 上  勲 北九州市総務企画局長 

〃 小 松  真 北九州市財政局長 

〃 工 藤 一 成 北九州市保健福祉局長 

〃 西 田 幸 生 北九州市産業経済局長 

〃 松 永  功 北九州市建設局長 

〃 隈    乃 理 子 北九州市八幡東区長 

〃 古 川 義 彦 北九州市八幡西区長 

〃 垣 迫 裕 俊 北九州市教育長 

監 査 役 奥  鶴 雄 公認会計士 

〃 鮎 川 典 明 北九州市産業経済局観光にぎわい部長 
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 ２ 市との特命随意契約の状況（平成 25 年度実績） 

市からの特命随意契約による委託の状況 左のうち外郭団体からの再委託の状況 

委託業務名 

委託 

金額 

(千円) 

特命理由 
再委託の 

業務内容 

委託 

金額 

(千円)

契約相手 契約方法
特命随意契約の 

場合その理由 

皿倉地区観

光振興事業 
11,800 

本業務は、皿倉地区の来訪者

の状況を常に把握し、ニーズ

に応じたイベント開催や情

報発信等の業務を実施する

ことが重要である。帆柱ケー

ブル㈱は皿倉地区の観光振

興を目的に設立され、来訪者

の大半が利用するケーブル

カー・スロープカーを運行し

ている。同社は皿倉地区のあ

らゆる情報を熟知し、ケーブ

ルカーの運行等との連携や

来訪者サービス面で、総合的

な企画立案を効率・効果的に

実施できる唯一の業者であ

る。 

再委託なし 
   

皿倉山頂展

望台管理運

営業務 

13,803 

皿倉山頂展望台は、山頂への

唯一のアクセス手段である

スロープカーの乗降場と一

体的な施設である。ケーブル

カーやスロープカーを運行

する同社は、これらの運行と

同展望台（ロビー、展望台デ

ッキ、レストラン等）を一体

的に運営することで利用者

サービスの向上を図ること

ができる唯一の業者である。

館内清掃 1,223
株式会社

スピナ 

随意契約

（特命）

山上という厳しい自然環境の

中、来客数・イベント等によ

り臨機応変に対応する能力を

有しているため。 

浄化槽保守 473
株式会社

椛組 

随意契約

（特命）

山上という寒冷差が大きい環

境で、夜間を含め臨機応変に

緊急対応できる能力を有する

ため。 

昇降機設備保

守 
1,323

ダイコー

株式会社

随意契約

（特命）

対象設備の技術情報を保有す

る同社しか、速やかな故障等

への対応ができないため。 

自家用電気工

作物保守 
315

中原電気

管理事務

所 

随意契約

（特命）

他の電気動力設備の保守管理

と一体的に実施することで、

円滑な業務の実施が可能であ

るため。 

消防設備保守 37

株式会社

東和防災

システム

少額随意

契約 

(5 万円以下) 
 

帆柱ケーブ

ルオーバー

ホール等業

務 

12,954 

ケーブルカーを運行してい

る同社以外に履行できる業

者がいない。また、同社以外

に委託した場合、事故等発生

時の責任区分が不明確にな

る。 

オーバーホー

ル等業務のう

ち、作業に専

門的な設備・

施設が必要な

部分 

6,399

日本ケー

ブル株式

会社 

随意契約

（特命）

同社が製作・納品したケーブ

ルカー施設で、業務実施にあ

たっては特殊な専門知識や技

術を必要とし、また、作業を

実施するための専門的な設

備・施設も備えている唯一の

業者であるため。 

保守点検業務

に必要なケー

ブル管理道の

階段部の補修

5,036

日鉄住金

テックス

エ ン ジ

(株) 

随意契約

（特命）

同社は、開業当時の軌道敷設

業者であり、軌道に付随した

管理道の補修整備において、

最も専門的技術及び知識を有

している。 

帆柱自然公

園及び皿倉

登山道維持

管理業務 

2,205 

公園内で四季を通じ自然体

験行事等を長年にわたり開

催しており、帆柱山系の地

形、自然環境、気象状況等に

精通し、専門知識を有するた

め、当委託業務を唯一履行で

きる業者であるため。 

帆柱自然公園

内の巡視・通

報、公園利用

者への指導等

500

特定非営

利活動法

人帆柱自

然公園愛

護会 

随意契約

（特命）

帆柱自然公園内において、日

常的に自然公園や動植物の保

全・保護活動を行っているこ

とから、その時々の現地の状

況を熟知し、当社と連携した

的確な巡視、通報、指導が可

能であるため。 

合 計 40,762 合 計 15,306

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


